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ポストコロナの新しい時代を迎え，都心の賑わい創出に向けた施策の展開においては，集まるひとを増
やすということから一歩踏み込んで，多様な市民が「充実した時間を過ごす」ために都心を訪れる仕組み
作りが重要となる．そこで，本研究では，都心の駅に隣接する大型商業施設がリニューアルオープンした
豊田市をフィールドに，パケットセンサや歩行者カウンタのデータ計測による移動のファクトを踏まえ，
充実した時間の過ごし方に関する４つのテーマを設定した上で，Web アンケートにより市民の実践プラン
を募集・分析した．その結果，市民の共感が得られそうな具体的なプランが得られたことに加えて，子育
て支援施設，文化施設，電車のある風景等が豊田市都心の強みとなっていることも示唆された． 
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1. はじめに 
 
著者らは，これまでも愛知県豊田市の駅周辺を対象と
して， 駅前大型商業施設の閉店が市民の回遊行動に与
える影響などを分析してきた 1)．2021年 9月 30日をもっ
て豊田市駅に隣接する松坂屋豊田店が閉店した後，2022
年 3月～4月にかけて，閉店した T-FACE A館（1-6階）
に，食品売り場・百貨店・アパレルブランド等のテナン
トがリニューアルオープンしたことから，本研究では新
技術による影響評価を行った．さらに，ポストコロナの
新しい時代を迎え，都心の賑わい創出に向けた施策の展
開においては，集まるひとを増やすということから一歩
踏み込んで，多様な市民が「充実した時間を過ごす」た
めに都心を訪れる仕組み作りが重要となると考え，パケ
ットセンサ等のデータ計測による移動のファクトを踏ま
え，充実した時間の過ごし方に関する４つのテーマを設
定した上で，Webアンケートにより市民の実践プランを
募集・分析した． 

 
2. データ計測 

 
(1)  Wi-Fiパケットセンサデータの収集と分析 
既往研究 1)では，駅前大型商業施設の閉店によって，
近接駐車場と駅周辺を結ぶ移動が激減したこと，通勤利
用と考えられる平日の中心部の 2駅を結ぶ移動は，あま
り影響を受けていない等の知見を得た． 
本研究でも同様に，Wi-Fiパケットセンサデータを用
いて，リニューアルオープンの影響について分析をおこ
なった．図-1に，豊田市駅西側のペデストリアンデッキ
と各観測地点を結ぶ移動を行った端末数の経時変化を示
す．閉店時と同様に，通勤通学軸である新豊田駅方面の
「新とよパーク」との回遊，市駅東側の「喜多町 2丁目
交差点」との回遊はあまり影響を受けていない．一方で、
「TM若宮駐車場」との回遊は約 70%増加し，回復傾向
がみられた． 
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(2) 来訪者情報データを用いた属性分析 
また，本研究では，KDDI Location Analyzer データを利
用して，来訪者属性の変化に関する分析も試みた．図-2
に，リニューアルオープン前後に，豊田市駅の西側エリ
アと東側エリアに分けて，年代別（女性）の来訪者数の
推移を示す． 
その結果，閉店とリニューアルがあった豊田市駅の西
側エリアでは，閉店後に，50歳代，60歳代，70歳代の
女性の来訪者数が激減し，リニューアルオープン後は，
回復傾向がみられたものの，その後（2022年 8月末まで）
減少傾向がみられた．一方で，豊田市駅の東側エリアで
は，女性の来訪にあまり影響はみられなかった．なお，
男性では，東西エリアを問わず，あまり影響はみられな

かった． 
 

2. Webアンケート調査 
 
 駅前商業施設のリニューアルオープン，さらに， ポ
ストコロナに入り，豊田市駅周辺の歩行者交通量は回復
傾向がみられるが、一方で，次のような課題もみえてき
た． 
・通勤軸から(特に，男性)の中心部への立ち寄りが少な
い． 
・T-FACE(A館)は回遊の中心的役割を担っているが，駅
周辺では回遊自体が少ない． 
・リニューアルオープン後．豊田市駅の西側エリアで，

図-1 リニューアルオープン前後の回遊行動の変化 
 

図-2 リニューアルオープン前後の来訪者属性の変化 
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50歳代・60歳代・70歳代の女性の来訪が減少した． 
さらに，過去の市民アンケートの結果からも，豊田市中
心部では，「子育て支援施設，文化施設，広場等」が強
みとなっている一方で，定期的に中心部に来訪する方で
も，市民の中心部への関心が低いことが最大の課題と認
識されている． 
 そこで，無関心な市民が中心部に興味を持ち，足を運
ぶために，どのような方法が有効であるかについて，行
政・まちづくりのプレーヤーが納得し利用できる材料を
提供することを目的として，市民アンケート調査を実施
した． 

 
(1)  アンケート調査の方法 

2023年 3月 15日～22日に，中部電力株式会社が提供
する地域情報提供アプリ MINLY（マインリー）（後
援：豊田市・豊田市つながる社会実装推進協議会）のユ
ーザーを対象としてアンケート調査を実施した．具体的
には，著者が所属する研究所からの情報提供を受信する
設定にしている MINLYユーザーに対して，アンケート
の趣旨を記載した「アンケートの募集案内」を発信し，
案内を閲覧して興味を持ったユーザーが回答フォーム
（Google Formで作成）のリンクにアクセスして回答する
Webアンケート形式としました． 

豊田市中心部の強みや課題を踏まえて設定した 4つの
テーマ（図-3）について，回答者が既に実践していたり，
こうできたらいいなと考えている豊田市の中心部での充
実した時間の過ごし方を，まちのガイドブックに掲載さ
れているようなプランとして，1日の全体スケジュール
や，「いつ（何時から何時まで）」「どこで（具体的な
お店・施設・場所）」「どのようなことをして」過ごす
のかについて，詳細な回答を依頼した． 
 

 

図-4 テーマ別の回答数 
 
(2)  アンケート調査の結果 
図-4にテーマ別の回答数を，「実践しているおすすめ
プラン」「実践できていないけど理想だと思うプラン」

 

 
図-3 設定した4つのテーマと例示した回答イメージ 
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に分けて示す．以下に，具体的な回答例を示しながら，
寄せられた回答の特徴について，テーマごとに回答の概
要を示す． 

 
a)  休日に家族と一緒に充実した時間を過ごす 
テーマAは，もっとも回答数の多いテーマとなった．
子育て支援施設（あいあい・みはらしテラス・未来ラボ
ステーション YY）や文化施設（図書館・映画館・ゲー
ムコーナー・とよた科学体験館），豊富な飲食店といっ
た豊田市駅周辺の「強み」が活かされたプランが多く，
かつ，表-1に示す回答例のように，とても具体的な内容
となっていた．また，来訪時の交通手段としては，自家
用車・バイク（88.3%）が多いという特徴がみられた． 

 
表-1 テーマAのプラン例注1) 

 
 

b)  仕事帰りに充実した時間を過ごす 
テーマ Bは，27件の回答があり，テーマ Cと大きな
差はないものの，「実践できていないけど理想的だと思
うプラン」の回答割合が 70%と高い，かつ，来訪時の交
通手段としては，公共交通（59.3%）がもっとも多いと
いう特徴があった．やってみたいことはあっても，疲れ
た仕事帰りに実践に至るにはなかなかハードルもあるよ
うに推測される．また，プランの内容としては，夕食の
時間と重なることもあり，飲食や飲み会に関するプラン
が多くみられたが，運動や文化施設の利用（映画館・図

書館）等の多様なプランがみられた．表-2に，平日の夜
も図書館で充実した時間を過ごしている例を紹介する． 
 
表-2 テーマBのプラン例注1) 

 
 
c)  平日の日中に充実した時間を過ごす 
テーマ Cは，女性の回答が 84.4%と高く，かつ，来訪
時の交通手段としては，自家用車・バイクに続いて，徒
歩・自転車（43.8%）も一定の割合を占めているという
特徴があった．また，プランの内容としては，「ママ友
との情報交換・ひとりの自由な時間を持つ・自分磨きや
ご褒美・贅沢な大人の時間を楽しむ」といった具合に，
多様な回答がみられた．表 3に，贅沢な大人の時間を楽
しむプラン例を紹介する． 
 
表-3 テーマCのプラン例注1) 

 

 
d) その他 
テーマD（その他）は，ひとりで，または，友人と，文
化施設（映画館・コンサートホール・能楽堂・豊田スタ
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ジアム）の利用と合わせたプランがみらた．表-4には文
化施設の利用をおすすめする例を紹介する． 
 
表-4 テーマDのプラン例注1) 

 

 
3. まとめ 
 
駅前商業施設のリニューアルオープン，さらに， ポ
ストコロナという流れの中で，交通計測データやアンケ
ート調査から，豊田市駅周辺の賑わい創出に具体的な課
題がみえてきた．そこで，本研究では，無関心な市民が
中心部に興味を持ち，足を運ぶために，どのような方法
が有効であるかについて，市民アンケート調査を実施し，
次のような知見を得た． 
子育て支援施設，文化施設，広場，電車のある風景，
多種多様な店舗・飲食店，充実した駐車場等は豊田市駅
周辺の強みである，さらに，改めて市民には多種多様な
ニーズを持っている． 

また，他のひとが豊田市駅周辺で，どのように充実し
た時間を過ごしているのか？実践していたり，やってみ
たいと考えているプランをみると，「それ、いいよね！」
と共感したり，真似したくなったりするような説得力が
ある． 
今後は，今回のアンケート調査結果を踏まえながら，
多様な市民をターゲットに，豊田市駅周辺の強みを生か
した「充実した時間の過ごし方」の様々なプランを共有
する取り組み等によって，より多くの市民が都心に関心
を持ち，都心に足を運び，都心で充実した時間を過ごす
というような活動をしたくなるような仕組み作りにつな
げていきたい． 
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NOTES 
注 1) プラン例は原文を基本としたが，一部，修正を加え

ている場合がある．  
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